
実施期間　

１２月１０日　　 　～　１月９日水 金

年末年始の交通安全運動

　１０月１１日、山田高校武道場で第２５回香美地区防犯少年剣

道大会が開催され、香美警察署管内の小・中学生剣士が日頃の

練習の成果を発揮しました。

北村　萌絵

谷　　凌汰

島田　幸輝

下村　椋太

豊永

青雲

青雲

山田

優勝

２位

３位

３位

小学生低学年の部

酒井　智志

岡林　華鈴

米倉　愉民

　島田　優輝　

豊永

豊永

山田

青雲

優勝

２位

３位

３位

小学生高学年の部

松本　晃稀

尾立慎太郎

西　　健汰

藤原　聖人

香北

鏡野

香北

大豊町

優勝

２位

３位

３位

中学生男子の部

上村みず穂

大和　美穂

福留　紗希

宗石　真季

豊永

香北

香北

香北

優勝

２位

３位

３位

中学生女子の部

山田少年剣道教室

豊永少剣

養心館道場青雲会

優勝

２位

３位

小学生団体の部

自転車安全利用５則

①自転車は車道が原則、歩道

　は例外

②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で車道寄

　りを徐行

④安全ルールを守る

⑤子どもはヘルメットを着用

かみかみ地域安全地域安全ニュースニュース地域安全地域安全ニュースニュース地域安全ニュースかみ
No. 105

平    成    か    わ    ら    版  
香美警察署交通課香美警察署交通課

高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左

☎５２－０１１０５２－０１１０

香美警察署交通課

高齢者ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　坂本扶左

☎５２－０１１０

HP www11.ocn.ne.jp/~kami311

香美地区地域安全協会

                  （香美警察署内）
☎52－0110  FAX 53－1855

検 索香美地区地域安全協会

香美地区防犯少年剣道大会

１６Kami１７ Kami

北朝鮮人権侵害北朝鮮人権侵害
問題啓発週間問題啓発週間

不法滞在外国人不法滞在外国人
発見にご協力を発見にご協力を

１２月１０日（水）～１２月１６日（火）

人権侵害問題解決のためには、関心と

認識を深めていくことが大切です。北

朝鮮当局による人権侵害問題について

学び、考える機会にしてください。

国内にいる不法残留者（正規に入国し

て、在留期限が切れた後も日本に居続

ける者）の数は約５万９千人（平成２６

年１月１日現在、入国管理局公表）で

すが、これに不法入国者の数を加える

といまだに相当数の不法滞在者が存在

しています。

不審な外国人を見つけたときは１１０

番、または香美警察署☎５２－０１１０

までお知らせください。

※平成１８年６月に「拉致問題その他北朝鮮
当局による人権侵害問題への対処に関する
法律」が施行され、北朝鮮人権侵害問題啓
発週間が制定されました。

不法滞在外国人
発見にご協力を

北朝鮮人権侵害
問題啓発週間

　シートベルト全席着用の徹底　シートベルト全席着用の徹底

飲酒運転の根絶飲酒運転の根絶

●暴走行為●暴走行為を「しない「しない」「させない「させない」「見に行かない」「見に行かない」

自転車の安全利用の促自転車の安全利用の促

●高齢者の交通事故防止

●シートベルト全席着用の徹底

●飲酒運転の根絶

●暴走行為を「しない」「させない」「見に行かない」

●自転車の安全利用の推進
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